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新庁舎建設に向けた取組について

１．新庁舎建設に至る経過

２．建設候補地の考え方

３．新庁舎建設までのスケジュール
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１．新庁舎建設に至る経過
○平成○平成○平成○平成23232323年年年年 東日本大震災が発生（3月）

○平成○平成○平成○平成25252525年年年年 耐震改修促進法改正 ⇒ 大規模施設の

耐震診断・結果報告の義務化

○○○○平成平成平成平成27272727年度年度年度年度 市役所本庁舎、総合体育館

の耐震診断実施

○平成○平成○平成○平成28282828年度年度年度年度 市役所西庁舎、市民会館、消防本部

庁舎の耐震診断実施

◆いずれの施設も◆いずれの施設も◆いずれの施設も◆いずれの施設も耐震基準を満たしていない耐震基準を満たしていない耐震基準を満たしていない耐震基準を満たしていないことが判明ことが判明ことが判明ことが判明
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○○○○平成平成平成平成29292929年度年度年度年度

耐震「改修」等に係る概算費用を算出

残耐用年数（Ｈ31.4.1現在）

本庁舎６年、西庁舎０年、

総合体育館１８年、市民会館９年、消防本部庁舎１３年

５施設合計 最少５６.９億円～最大７３．９億円

各施設の残耐用年数、費用対効果等から、耐震
改修は適当でない！！

判断！
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１点目【各施設の優先度】

同時期に全施設に対応することは、

財政的に困難、その結果「市庁舎」の

建て替えを最優先に考える。

２点目【建設候補地】

各種視点から複合的に検討し、

「金市舘ビル跡地周辺敷地」が好ましい。

○平成30年度
公共施設耐震化等対策室を設置し、耐震化対策の方向性を
検討
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地方自治法地方自治法地方自治法地方自治法では、庁舎の場所について、

『『『『住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官
公署と公署と公署と公署との関係の関係の関係の関係等について適当な考慮を払わなければならな等について適当な考慮を払わなければならな等について適当な考慮を払わなければならな等について適当な考慮を払わなければならな
いいいい』』』』 とととと規定規定規定規定されている。されている。されている。されている。

２．建設候補地の考え方

建設候補地の選定

１「現本庁舎敷地」
２「金市舘ビル跡地周辺敷地」
３「除雪センター敷地」
４「市営住宅潮見団地整備余剰地」
５「市営桂町球技場敷地」
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金融機関

官公署・公共施設

主要施設等

位置図

⑤高台地区
（市営桂町球技場敷地）

④高台地区
（市営住宅潮見団地整備余剰地） ③高台地区

（除雪センター敷地）

①現在地
（現本庁舎敷地）

②中心市街地
（金市舘ビル跡地周辺敷地）
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１ 「現本庁舎敷地」 【敷地面積：約5,570㎡】
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２ 「金市舘ビル跡地周辺敷地」 【敷地面積：約3,950㎡】
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３ 「除雪センター敷地」 【敷地面積：約16,400㎡】
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４ 「市営住宅潮見団地整備余剰地」【敷地面積：約51,000㎡】
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５ 「市営桂町球技場敷地」 【敷地面積：約9,910㎡】
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比較検討項目
Ａ 関連計画と周辺環境

関連計画の整合性や周辺環境への影響とまちづくりへ

の貢献について評価

Ｂ 利便性と交通体系

他の公共施設等都市機能の集積や交通体系など市民の

利便性について評価

Ｃ 防災拠点としての安全性と機能性

災害発生時における関係機関との連携、浸水想定区域

など安全性と機能性について評価

Ｄ 経済性と実現性

建設等に係る経費や事業の実現性・早期性などを評価
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新庁舎建設候補地比較検討表新庁舎建設候補地比較検討表新庁舎建設候補地比較検討表新庁舎建設候補地比較検討表
①

現本庁舎

敷地

②
金市舘ビル

跡地周辺敷地

③

除雪セン
ター敷地

④
市営住宅潮見

団地整備余剰

地

⑤
市営桂町

球技場敷地

Ａ 関連計画

と

周辺環境

○ ◎ × △ ×

Ｂ 利便性

と

交通体系

○ ○ △ △ ×

Ｃ 防災拠点

としての
安全性と機能性

△ △ ○ ◎ △

Ｄ 経済性

と

実現性
△ △ × × ×
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� 候補地は、

・比較検討項目の４つの視点

・建設候補地別による評価

・財源確保のための時間的な制約

を踏まえ検討した結果、

中心市街地区である

「金市舘ビル跡地周辺敷地」

を適地と判断
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◆ 地方自治法の趣旨に合致している

○公共交通の結節点、○官公署との関係性

網走警察署網走警察署網走警察署網走警察署
網走消防署網走消防署網走消防署網走消防署
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◆ 公共施設や商業施設、金融
機関、医療機関、福祉型住宅
など都市基盤が集積されている

北洋

銀行

網走

信金

北海道

銀行 農協

市民会館
美術館

中央病院

バスターミナル

100m

50m◆ 総合計画、総合戦略、都市計画

マスタープランなど、市の上位計画

との整合性がとれている。

骨格軸骨格軸骨格軸骨格軸

沿道商業ゾーン沿道商業ゾーン沿道商業ゾーン沿道商業ゾーン

都市拠点都市拠点都市拠点都市拠点

◆ 防災拠点としての安全性と機能性を維持

○ 十分な浸水対策を行うことで

災害対策本部機能を維持しながら、

○ 津波が発生した時の「避難機能」

を加える
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◆国の財源確保制度の活用
○ 網走市の財政状況

市の借金となる起債残高は、平成１４年の534億円をピーク

に減少、平成３１年度末には、３２５億円になる見通し

※ ５年後には、２５０億円まで減るが、公共施設の老朽化

対策などの課題がある

○ 国の財政支援「市町村役場機能緊急保全事業」

庁舎建設への国の財政的支援

「２０２０年までに実施設計に着手した事業」が対象となり、

時間的な制約がある。

◆新庁舎建設の事業費用試算
例えば 〉 現本庁舎と西庁舎の床面積７,０００㎡

内内内内 訳訳訳訳 金金金金 額額額額

建設費用建設費用建設費用建設費用 約５０ 億円

うち地方交付税措置額うち地方交付税措置額うち地方交付税措置額うち地方交付税措置額（（（（市町村役場機能緊急保全事業市町村役場機能緊急保全事業市町村役場機能緊急保全事業市町村役場機能緊急保全事業）））） 約１０ 億円

うち網走市負担額うち網走市負担額うち網走市負担額うち網走市負担額 約４０ 億円

現時点での建築単価を
７０万円／㎡とすると
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３．新庁舎建設までのスケジュール
�新庁舎建設に係る検討にあたっては、市民の意見を十分
に反映する必要があることから、適切な市民参加手法に
より、進めることとします。

・新庁舎建設基本構想策定検討委員会（２０団体、市民公募５名）

・まちづくり住民懇談会、区長会議、宅配トークなどで進捗状況等について説明

・市民アンケート（規模・機能など）

・基本構想へのパブリックコメント

《スケジュール案》《スケジュール案》《スケジュール案》《スケジュール案》

年度年度年度年度
2019201920192019 2020202020202020 2021202120212021 2022202220222022 2023202320232023

取組取組取組取組

内容内容内容内容

新新新新庁舎建設庁舎建設庁舎建設庁舎建設

基本基本基本基本構想構想構想構想
基本基本基本基本設計設計設計設計

・・・・実施設計実施設計実施設計実施設計

新新新新庁舎庁舎庁舎庁舎建設建設建設建設
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◆今年度の取組み

新庁舎建設基本構想策定検討委員会の設置
・市内から２０団体の代表者
・市民公募５名

検討委員会の検討事項
・基本構想の内容（構想編＋計画編）

◎現庁舎の現状把握、問題点の整理
◎新庁舎の基本理念、基本方針
◎新庁舎の位置づけと役割

◎新庁舎の建設場所
◎新庁舎の規模
◎建設計画（配置・構造・設備など）
◎建設費用・財源

◎事業計画（事業手法・スケジュールなど）

構想編部分

計画編部分
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